
様式（１）-①

都市再生整備計画

かすみがうら市中心
ちゅ う しん

市街地
し が い ち

地区
ち く

（第
だ い

１回変更
か い へ ん こ う

）

茨城県かすみがうら市

令和６年２月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 62.0 ha

令和 3 年度　～ 令和 7 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 R２ R７

人／日 R２ R７

歩行者交通量 交通環境の改善による歩行者交通量
神立駅へのアクセス性の向上や快適な歩行空間などを整備するこ
とで、回遊する人が増加する。

５３２人／日 ６３２人／日

自転車交通量 交通環境の改善による自転車交通量
自転車ナビマーク等の整備により安全性を確保することで、通勤・通学など自転
車利用者が増加する。 ６７２人／日 ７７２人／日

都市再生土地区画整理事業や市街地再開発事業の特例を受ける場合は当該事業の概要、位置づけを記載。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・神立駅周辺の利便性向上及び快適な歩行空間の形成
・神立駅周辺の自転車安全性の確保

　まちづくりの方針に掲げる拠点発展型の都市構造の構築に向けて、JR神立駅周辺の中心拠点においては、子育て世代や若者等の生活に必要な都市機能の維持・誘導を図るとともに、居住者が安心して生活できるように、長期的な視点で、交通利便
性や生活利便性を向上させ、安全で良好な住環境を有する地域への実現を図る。

　本市は、霞ヶ浦町と千代田町の２町合併により平成17年３月28日に誕生し、我が国第２位の面積を誇る湖「霞ヶ浦」と筑波山系南麓にはさまれ、首都東京へ約70㎞、県都水戸市へ約30㎞、つくば市へ約10㎞の距離に位置している。幹線交通網として、
JR常磐線、千代田石岡インターチェンジが置かれている常磐自動車道、国道６号、国道354号を有するなど、立地条件に恵まれている。
　本市鉄道の玄関口であるJR神立駅周辺においては、橋上駅舎の完成をはじめ、周辺エリアの区画整理事業の進展、都市計画道路神立停車場線の供用開始など、社会インフラ整備が進められている。今後もかすみがうら市都市計画マスタープラン及
び立地適正化計画に基づき土地利用を促進しながら「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の考えのもと、医療・福祉・商業等の都市機能や居住機能等を市街地の一定の区域に集約することにより生活の質を維持し、JR神立駅を中心とした福祉・教育・
子育ての拠点形成と千代田・霞ヶ浦両地区との連携・波及効果により、安心して住み続けることができるまちづくりを進めていく必要がある。

・ＪＲ神立駅周辺は公共交通・生活利便性が高く、居住の場としてのニーズが高い地域だが、少子高齢化や空き家・空き地の増加などの課題もみられる。ＪＲ神立駅周辺のポテンシャルを活かし、市街地としての賑わいと活気を創出し、暮らしの場としての
魅力を向上することが求められる。
・高齢化が進行する中、市民が安心して安全に住み続けるための医療・福祉環境の充実及び臭気対策、安全対策の推進が求められる。
・人口減少対策や若年層の転入に向けて、子育てや教育環境の充実と連携したまちづくりが求められる。

①第２次かすみがうら市総合計画（平成２８年度策定）
調和のとれた都市景観の誘導、公園・緑地の整備、公共施設の充実などにより、魅力的な都市空間の形成を目指すとともに市民生活の利便性や安全性の向上に努める。
②かすみがうら市都市計画マスタープラン（令和２年１２月改定）
神立駅周辺における市街地整備や駅前広場の整備に併せ、広域を対象とした魅力ある商業機能や交流機能などの誘導により、本市の顔となるにぎわいのある中心市街地を形成する。神立停車場線沿道において、地域の活性化に資する産業・複合系
サービスの土地利用の誘導を図る。
③かすみがうら市立地適正化計画（令和２年１２月策定）
神立駅を中心とした福祉・教育・子育ての拠点形成と周辺地域との連携・波及効果により、安心して住み続けることができる都市を目指す。とともに、持続可能な都市の実現に向けた拠点発展型の都市構造の構築を図る。

　市街地は、人口が密集し、商業機能の立地も見られるが、行政機能や文化交流機能（図書機能・学習機能）等の公共公益機能に乏しいことから、行政機能や文化交流機能をはじめとした誘導施設の充足を図ることで、経済の活性化や市民生活の維
持・向上を目指す。また、市街地においても、すでに大規模な低未利用地や空き家・空き店舗等が見受けられることから、郊外の市街化調整区域における開発許可制度の見直しを行うことで、スプロール化や市街地のスポンジ化を抑制する。

都道府県名 茨城県 かすみがうら市 かすみがうら市中心市街地地区

計画期間 交付期間 7



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
【都市再生土地区画整理事業（神立駅西口地区）】
神立駅西口地区には既成市街地が広がっているが、駅前広場及び道路が狭隘であり、利用するにも不便をきたしている。このため、土地区画整理事業により、神立駅前西通り線、西口駅前広場及び神立停車場線の都市施設を一体的に整備し、駅前に
ふさわしい市街地形成を図る。

【神立停車場線整備事業】
神立駅周辺地区は、JR常磐線に並行して南北方向に配置されている県道牛渡馬場山土浦線と、東西方向に神立駅前を通ってJR常磐線と交差する県道戸崎上稲吉線の2つの県道が地区の骨格的な道路になっているが、幅員が狭いため骨格道路とし
ては不十分な状況である。将来的には、神立停車場線が地区の骨格道路となることが期待されていることから神立駅へのアクセス性の向上を図る。また、神立駅西口地区の土地区画整理事業と併せて一体的に整備することにより、自動車交通渋滞な
どを緩和させ、駅前にふさわしいまちづくりを進める。

方針に合致する主要な事業

【神立駅周辺の利便性向上及び快適な歩行空間の形成】
立地適正化計画に掲げる都市機能及び居住誘導に係る施策の１つである「神立駅から神立停車場線沿道を中心に居心地よく歩いて暮らせる空間形成」
を実現するため、神立駅東口歩行者専用道路の整備により、歩行者の安全を確保しながら駅へのアクセス性の向上を図るとともに、歩行者専用道路と
併せて照明施設を整備する。また、神立停車場線における歩行空間の形成、生活道路の歩道整備などにより、駅への歩行動線を確保するとともに中心
市街地の利便性向上を図る。

【基幹事業】
道路：神立駅東口歩行者専用道路
道路：市道8-0381号線歩道整備
高質空間形成施設：歩行者専用道路照明施設
高質空間形成施設：歩行者専用道路カラー舗装
高質空間形成施設：神立停車場線照明施設

【関連事業】
都市再生土地区画整理事業（神立駅西口地区）
神立停車場線整備事業

【神立駅周辺の自転車安全性の確保】
立地適正化計画に掲げる都市機能及び居住誘導に係る施策の１つである「神立駅から神立停車場線沿道を中心に居心地よく歩いて暮らせる空間形成」
を実現するため、自転車ナビマーク等の整備により、通勤・通学などの歩行者や自転車の安全性の確保を図る。

【基幹事業】
高質空間形成施設：神立停車場線自転車ナビマーク



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 かすみがうら市 直 W2.4～4m、L110m R3 R3 R3 R3 49.9 49.9 49.9 49.9 －

道路 かすみがうら市 直 W6.7、L275m R3 R7 R3 R7 137.4 137.4 137.4 136.1 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 かすみがうら市 直 5基、L110m R3 R3 R3 R3 11 11 11 11 －

高質空間形成施設 かすみがうら市 直 574㎡ R3 R3 R3 R3 3.3 3.3 3.3 3.3 －

高質空間形成施設 かすみがうら市 直 96基、L1,500m R3 R7 R3 R7 182.4 182.4 182.4 174.2 －

高質空間形成施設 神立停車場線自転車ナビマーク かすみがうら市 直 150箇所、L1,500m R3 R7 R3 R7 10 10 10 10 －

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 394.0 394.0 394.0 0.0 384.5 － …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 384.5

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合 国土交通省 2.2ha ○ H24 R5 5,630

かすみがうら市 国土交通省 W18、L2,030m ○ H25 H30 1,800

合計 7,430

市道8-0381号線歩道整備

歩行者専用道路カラー舗装

神立停車場線照明施設

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

都市再生土地区画整理事業 神立駅西口地区

神立停車場線整備事業 上稲吉2044-2～下稲吉2619-4

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

事業活用調査

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体

住宅市街地総合整備事業

歩行者専用道路照明施設

交付期間内事業期間
細項目

神立駅東口歩行者専用道路

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 384.5 交付限度額 192.2 国費率 0.5



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　かすみがうら市中心
ち ゅ う し ん

市街地
し が い ち

地区
ち く

（茨城県かすみがうら市） 面積 62.0 ha 区域
稲吉一丁目の一部、稲吉二丁目の全部、稲吉三丁目の一部、稲吉南一丁目
の一部、稲吉南二丁目の一部、下稲吉の一部

： 都市再生整備計画の区域

：都市機能誘導区域

：居住誘導区域

：■基幹事業

： ○関連事業

（参考）

○関連事業
事業主体：土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合
神立駅西口地区土地区画整理事業

○関連事業
事業主体：かすみがうら市
神立停車場線整備事業

■基幹事業（道路）
市道8-0381号線歩道整備

■基幹事業（高質空間形成施設）
神立停車場線自転車ナビマーク

■基幹事業（高質空間形成施設）
神立停車場線照明施設

1/10,000

ＪＲ神立駅

■基幹事業（道路）
神立駅東口歩行者専用道路

■基幹事業（高質空間形成施設）
歩行者専用道路照明施設
歩行者専用道路カラー舗装

500m0



基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

様式（１）-⑦-１

（人/日） ５３２人/日 （令和２年度） → ６３２人/日 （令和７年度）

（人/日） ６７２人/日 （令和２年度） → ７７２人/日 （令和７年度）

かすみがうら市中心市街地地区（茨城県かすみがうら市） 整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標
代表的な

指標

：都市再生整備計画の区域（62.0ha）

：都市機能誘導区域

：居住誘導区域

：■基幹事業

：○関連事業

（参考）

○関連事業
事業主体：土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務組合
神立駅西口地区土地区画整理事業

■基幹事業（道路）
神立駅東口歩行者専用道路

■基幹事業（高質空間形成施設）
歩行者専用道路照明施設
歩行者専用道路カラー舗装

■基幹事業（道路）
市道8-0381号線歩道整備

■基幹事業（高質空間形成施設）

神立停車場線自転車ナビマーク

■基幹事業（高質空間形成施設）
神立停車場線照明施設

1/10,000
ＪＲ神立駅

・神立駅周辺の利便性向上及び快適な歩行空間の形成
・神立駅周辺の自転車安全性の確保

歩行者交通量

自転車交通量

○関連事業
事業主体：かすみがうら市
神立停車場線整備事業

様式（1）‐⑦‐1

500m0


